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【公報種別】特許法第１７条の２の規定による補正の掲載
【部門区分】第３部門第２区分
【発行日】平成20年2月21日(2008.2.21)

【公表番号】特表2004-500359(P2004-500359A)
【公表日】平成16年1月8日(2004.1.8)
【年通号数】公開・登録公報2004-001
【出願番号】特願2001-543547(P2001-543547)
【国際特許分類】
   Ｃ０７Ｆ   5/02     (2006.01)
   Ｃ０７Ｃ 211/64     (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ   4/605    (2006.01)
   Ｃ０８Ｆ  10/00     (2006.01)
【ＦＩ】
   Ｃ０７Ｆ   5/02    　　　Ａ
   Ｃ０７Ｃ 211/64    　　　　
   Ｃ０８Ｆ   4/605   　　　　
   Ｃ０８Ｆ  10/00    ５１０　

【手続補正書】
【提出日】平成19年12月17日(2007.12.17)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】特許請求の範囲
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
下記の式を有する組成物質であって、
［Ｒ’ｉＡｒＦ－ＥＲ２－Ｈ］＋［Ａｎ］－

式中、（ａ）ＡｒＦはフルオロアリール基；
（ｂ）Ｅは窒素または燐；
（ｃ）各Ｒは独立的にＣ１－Ｃ２０ヒドロカルビルまたはヒドロカルビルシリル基であり
、または２個のＲが結合して未置換または置換Ｃ２－Ｃ２０環状脂肪族基を形成すること
ができ；
（ｄ）Ｒ’はＣ１－Ｃ２０ヒドロカルビルまたはハロゲン化ヒドロカルビルであり；
（ｅ）ｉは０、１または２であり；
（ｆ）［Ａｎ］－は強ブロンステッド酸のアニオンである
前記組成物。
【請求項２】
［Ａｎ］－がフルオリド、ブロミド、クロリド、またはトリフレート アニオンである請
求項１記載の組成物。
【請求項３】
ＡｒＦがフッ素化またはペルフルオロ化アリール基であり、フェニル、ビフェニル、置換
フェニル、置換ビフェニル、テルフェニル、または置換テルフェニルの一つである請求項
１記載の組成物。
【請求項４】
－Ｒ２－が置換または未置換Ｃ２－Ｃ２０環状脂肪族基である請求項１記載の組成物。
【請求項５】
Ｅが窒素である前項いずれか１項に記載の組成物質。
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【請求項６】
ｉが１であり、Ａｒがフェニルであり、Ｒ’がＡｒのパラ位置にある請求項１記載の組成
物質。
【請求項７】
（ａ）（ｉ）少なくとも一種類の安定化リガンド；及び
（ｉｉ）オレフィン挿入のために適し、活性金属中心を形成するために引き抜き可能であ
る少なくとも一種類の不安定リガンド
を有する有機金属触媒化合物と、
（ｂ）（ｉ）フルオロアリール－リガンド置換第２級アミンまたはホスフィンを含んでな
るカチオンであって、前記アリール部分はフェニル、置換フェニル、ビフェニル、置換ビ
フェニル、テルフェニル及び置換テルフェニルの一つである前記カチオン；及び
（ｉｉ）１３族元素を含んでなるアニオンであって、実質的に非配位である前記アニオン
を含む助触媒
との反応産物である触媒組成物。
【請求項８】
前記助触媒化合物が式
［Ｒ’ｉＡｒＦ－ＥＲ２－Ｈ］＋［（Ｍ’）Ｑ１Ｑ２．．．．Ｑｎ］－

によってあらわされ、上記式中、
（ａ）ＡｒＦはフルオロアリール リガンドであり；
（ｂ）Ｅは窒素または燐であり；
（ｃ）各Ｒは独立的にＣ１－Ｃ２０ヒドロカルビルまたはヒドロカルビルシリル基であり
、または２個のＲが結合して未置換または置換Ｃ２－Ｃ２０環状脂肪族基を形成し；
（ｄ）Ｒ’はＣ１－Ｃ２０ヒドロカルビルまたはハロゲン化ヒドロカルビルであり；
（ｅ）ｉは０、１または２であり；
（ｆ）Ｍ’は少なくとも一つの１３族元素であり；
（ｇ）ｎは最低１であり；
（ｈ）ＱはＭに結合し、［（Ｍ’）Ｑ１Ｑ２．．．Ｑｎ］－を実質的に非配位にするよう
に選択される
請求項7記載の触媒組成物。
【請求項９】
前記触媒化合物が式：
ＬＡＬＢＬＣ

ｉＭＤＥであらわされる３－６族メタロセンであって、式中、
（ａ）ＬＡがＭに結合し、置換または未置換シクロペンタジエニルまたはヘテロシクロペ
ンタジエニル リガンドであり；
（ｂ）ＬＢはＭに結合し、置換または未置換、シクロペンタジエニルまたはヘテロシクロ
ペンタジエニル リガンドまたはヘテロ原子リガンドであり；
その際ＬＡ及びＬＢは任意に、１４族元素を含む結合基によって結合することができ；
（ｃ）ＬＣ

ｉはＭ（ｉは０ないし３）に結合した任意の中性、非酸化性リガンドであり；
（ｄ）Ｍは３－６族金属であり；
（ｅ）Ｄ及びＥは、Ｍに結合し、任意に互いに、またはＬＡに、またはＬＢに結合する不
安定リガンドであり、その際ＤまたはＥはモノアニオンとして助触媒錯体によってＭから
引き抜かれ、モノマーまたは重合性マクロマーがＭ－ＤまたはＭ－Ｅに挿入され、重合す
る
請求項7または8のいずれかに記載の触媒組成物。
【請求項１０】
一種類以上のモノマーからポリオレフィンを製造する方法であって、前記モノマー類と、
（ａ）少なくとも一種類の安定リガンド及びオレフィン挿入のために適し、引き抜かれて
カチオン金属中心を残すことができる少なくとも一種類の不安定リガンドを有する有機金
属触媒化合物と、
（ｂ）（ｉ）プロトン化、フルオロアリール－リガンド－置換第二アミンまたはホスフィ
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ンを有するカチオン、及び
（ｉｉ）実質的に非配位のアニオン
を含む１３族ベース助触媒錯体
との反応産物であるオレフィン重合触媒
とを、重合条件下で一緒にすることを含んでなる前記製法。
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